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昨
年
、
萩
原
朔
太
郎
賞
を
受
賞
し
た
荒
川
洋
治
さ

ん
の
講
演
会
が
、
八
月
二
十
六
日
、
前
橋
文
学
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。「
詩
と
感
想
」
と
題
し
熱
い
語
り
口
。

詰
め
掛
け
た
フ
ァ
ン
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

今
年
の
萩
原
朔
太
郎
賞
に
選
ば
れ
た
松
本
圭
二
さ
ん
に

対
し
、
十
月
二
十
八
日
に
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朔
太
郎
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
手
に
満
面
の
笑
顔
。「
こ
れ
か
ら
も

命
を
込
め
た
詩
作
を
続
け
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

蘆
第
34
回
「
朔
太
郎
忌
」

蘆萩原朔太郎賞贈呈式

蘆前橋文学館賞贈呈式

蘆荒川洋治講演会

蘆「
萩
原
葉
子

を
語
る
」集
い

朔太郎の長女で昨年亡くなっ
た萩原葉子さんを追悼する集い
が、7月9日に文学館で開かれま
した。葉子さんの長男で映像作
家の朔美さんが講演。作家であ
った母の思い出を語りました。

詩と映像の２部門で公募した「前橋文学館賞」。11月
５日、同館で入賞者へ賞の贈呈式が行われました。詩の
朗読、映像の上映によって入賞作品が披露されると、観
衆から大きな拍手が送られました。

今年は萩原朔太郎の生誕120周年に当たり、さまざまな記

念イベントが開催されました。講演会や賞の贈呈式のほかコー

ラスやマンドリンコンクール・演奏会など多彩に。ここではそ

の中から７つの行事を取り上げ、写真で紹介します。

写真で振り返る

朔太郎

生　誕

蘆
生
家
跡
に
碑
を
整
備

千
代
田
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
朔
太
郎
の
生

家
跡
地
に
碑
を
整
備
。
五
月
十
四
日
に
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。
前
の
道
も
「
朔
太
郎
通

り
」
と
改
称
し
、
本
市
の
新
た
な
名
所
に
。
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講
演
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朗
読
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ー
ラ
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披
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朔
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し
の
び
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し
た
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